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はじめに

コロナ感染症の猛威が落ち着き，今年度は夏の研究会，秋の研究会，冬の Rookie of the

Year Award すべてを対面で行うことができました。 

いよいよ大学入学共通テストにおける教科「情報」試験の前年となり，特に今年度は受験対

策が話題の中心であったように思います。夏の研究会では，新カリキュラムや共通テストに向

けての準備状況について，各校から情報を持ち寄りました。秋の研究会は京都府私立中学高

等学校教育研究大会の分科会として実施し，京都市立の高等学校から藤岡健史先生に，そして

模擬試験を制作実施している企業から進藤紀彦様にご講演を賜りました。我々私立の教員と

は異なる立場から貴重なお話を聞かせていただきました。各研究会の資料を後に載せていま

すので，ぜひ御覧ください。 

例年と異なり，今年度は京都高大連携研究協議会主催の第 21 回高大連携教育フォーラム

の分科会を，我々情報科研究会が受け持つこととなりました。大学受験は高大接続の一面に過

ぎません。「情報教育で繋がる・繋げる高等学校と大学～理想と現実、期待と不安を越えて～」

というテーマのもと，高大接続を俯瞰する機会としました。 

Rookie of the Year Award は情報分野での活躍が期待される生徒を応援することを

目的として創設した企画です。2 年目となる今年は 7 組 8 名の受賞者から，多様で個性あふ

れる活動内容について発表してもらうことができました。受賞は生徒本人の努力はもちろん，

生徒を支えてくださった先生方や学校のご尽力の賜物でもあります。次年度は，より多くの来

場者の方々と一緒に会を盛り上げられるよう，広報を拡充し，早期に準備を進めて参ります。 

今後も，失敗を恐れない挑戦，振り返りによる改善により，研究会を発展させていきたいと

考えています。皆様のご参加をお待ちしています。 

2024 年 3 月 

京都府私立中学高等学校情報科研究会 

委員長 長谷川卓也（京都橘中高） 
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通常総会�

��日時 � � ����
令和 �年���月 ��日
火�������～������

��場所 京都橘中学高等学校�


<QQOを使用したオンラインと併用）�

��参加人数� ��名（対面 �名・オンライン �名）

京都府私立中学高等学校情報科研究会 

日時：2023年（令和5年）5月23日(火) 
場所：京都橘中高 

議事内容 
１．開会挨拶 
２．2022年度 事業報告と収支決算報告（審議事項） 
３．2023年度 役員（確認） 

※研究会規約により役員の任期は２年です。（2022～2023）
４．2023年度 事業計画および予算（審議事項） 
５．各校の交流・質疑・意見交換 
６．閉会挨拶 

京都府私立中学高等学校情報科研究会 

役職名 氏名 所属・学校名 

委 員 長  長谷川� 卓也 京都橘中学校・高等学校 

副委員長 清田� 祥一郎 立命館中学校・高等学校 

常任委員 成瀬� 浩健 京都橘中学校・高等学校 

瀧内� 義弘 東山中学・高等学校 

高畑� 祐輔 東山中学・高等学校 

森本� 岳 京都産業大学附属中学校・高等学校 

中村� 亮太 京都産業大学附属中学校・高等学校 

酒井� 知果 華頂女子高等学校 

(研究大会実行委員) 上田� 祐一郎 同志社女子中学校・高等学校 

庶務・事務局担当 鈴木� 潤 同志社中学校・高等学校 

会計担当 〃 〃 

監事（会計監査） 大橋� 俊光 京都文教中学校・高等学校 

顧問 鹿野� 利春 京都精華大学メディア表現学部教授 

＊２年任期（２０２２～２０２３年度） 

2

様式A 研　　修　　事　　業　　完　　了　　報　　告　　書

　(教職員等研修事業〔補補助助金金対対象象〕)

(研究会名)　情報科研究会

（Ｎｏ．１）　　

番号 研修会の名称 開催場所 事 業 費

1 通常総会 2022/05/26 京都女子 15名
総会・審議(2021年度事業報告・収支決算報告および2022年
度事業計画・予算計画、役員)
各校の授業概要についての情報交換

15,210

2 夏期研究会 2022/07/14
京都産業大学附
属

15名

模擬授業「APS（アプリプログラミングシート）による複利計算アプリ
の作成」講師：井澤 哲也（アシアル情報教育研究所　教材開
発マネージャー）
データサイエンス分野の授業に関する意見交換
話題提供：京都産業大付属中高　森本　岳

57,400

3
私立中学高等学校教育
研究大会の情報科分科
会　（秋期研究会）

2022/10/23 洛陽総合 26名

講演：「高校でのデータサイエンス教育に期待すること」
講師：滋賀大学データサイエンス学部　助教　中川雅央
実践報告「データサイエンス分野の教材の開発」
発表者：京都女子中高　成瀬浩健

30,840

4
Rookie of the Year
Award
(冬期研究会)

2023/01/21
京都産業大学
むずびわざ館

38名

第１回Rookie of the Year Award　授賞式
受賞者：中学生２組（３名）、高校生５組（６名）
講評：京都精華大学メディア表現学部 教授 鹿野利春
　龍谷大学　先端理工学部 助教 橋口哲志
　京都産業大学　コンピュータ理工学部 准教授 荻野晃大

77,446

5 情報科研究会冊子 2023/03/31 研究会の2022年度のまとめ 62,620

6
情報科研究会
Webサイト運用

2023/03/31 随時
http://www.kyoto-shigaku.info
総会・研究会の案内と報告 5,484

7
第16回IPA　ひろげよう情
報モラル・セキュリティコ
ンクール（後援）

2022/12上旬
独立行政法人　情報処理推進機構（IPA)主催
情報モラル・セキュリティコンクールへの後援 0

計 249,000

    京都府私立中学高等学校連合会

研修実施
年月日

参加者の範囲・
人数等 研修のテーマ・内容・講師氏名等
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様様式式ＡＡ((補補助助金金対対象象)) 令令和和55年年度度 研研修修事事業業計計画画書書

　(教職員等研修事業〔補補助助金金対対象象〕)

(研究会名)情報科研究会

（Ｎｏ．１）　　　　

　　
番号 研修会の名称 開催場所 事 業 費

（予定）

1 通常総会 2023/5/23 京都橘中高 20名
総会・審議(前年度事業報告・収支決算報告および今
年度事業計画・予算計画、役員)
各校の授業概要についての情報交換

16,000

2 夏期研究会 2023/6/下旬 未定 30名
内容：データサイエンス
講師：未定 55,000

3
私立中学高等学校教育
研究大会の情報科分科
会　（秋期研究会）

2023/10/22 西山高校 30名
内容：データサイエンス
講師：未定 100,000

4

第2回
Rookie of the Year
Award
(冬期研究会)

2024/1/中旬
京都産業大学
むずびわざ館

30名
内容：第2回Rookie of the Year Award　授賞式
受賞者プレゼン・講評・参加者交流会 85,000

5 情報科研究会冊子 2024/03/31 50部 総会・研究会のまとめ 50,000

6
情報科研究会
Webサイト運用

2024/03/31 随時 随時
http://www.kyoto-shigaku.info
総会・研究会の案内と報告 6,000

7
第19回IPA　ひろげよう情
報モラル・セキュリティコ
ンクール（後援）

2023/12上旬
独立行政法人　情報処理推進機構（IPA)主催
情報モラル・セキュリティコンクールへの後援 3,000

計 315,000

　　　　　　　　　　　　　     京都府私立中学高等学校連合会

研修実施
（予定）
年月日

参加者の範囲・
人数等

印刷予定部数
研修のテーマ・内容・講師氏名等

6

夏期研究会�

��日時 � � ����
令和 �年���月 �日
火�������～������

��場所 京都経済センター� 会議室�

��参加人数� ��名

京都府私立中学高等学校情報科研究会�

2023年度（令和5年度）� 夏期研究会� 次第�

日時：2023年（令和5年）7月4日（火）�

場所：京都経済センター� 会議室４－C�

テーマ『コロナ禍後・GIGA端末導入後の情報教育環境』

１．開会挨拶�

２．小中でのGIGA端末、高校一人１台端末の状況�

・話題提供…同志社中高� 鈴木潤

「同志社高校のコロナ禍でのICT環境の整備とその後」�

・アンケート集計途中経過

３．新カリキュラム、共通テストに向けての状況�

・各校の交流

３．閉会挨拶�

7
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話題提供「同志社高校のコロナ禍でのICT環境の整備とその後」

●同志社中高（高校部分）の,&7環境

●����年度の同志社高校でのコロナ禍の遠隔授業対応

Ｈ
Ｒ
教
室

特
別
教
室

家
庭

授業内の活動 授業外の活動

宿題・課題

自主学習

受験勉強

資料を閲覧する

予習・復習

記録・振り返り

資料を閲覧する

記録・振り返り

学
校

一斉学習 個別学習 協働学習

知創館
MC**

S*09教室

Pキャリー

教
室

特
別
教
室

自己教育力
をを高高めめるる家

庭
で
の
ア
ク
セ
ス
を
許
可
？

家
庭
で
の
環
境
整
備
を
求
め
る

一斉現在の導入レベル

Ｈ
Ｒ
Ｈ

電子黒板整備
無線ＬＡＮ整備

宿題・課題

自主学習

受験勉強

資料を閲覧する

予習・復習

記録・振り返り

資料を閲覧する

記録・振り返り

一斉学習 個別学習個別学習 協働学習一斉学習 個別学習個別学習 協働学習

知創館
MC**

S*09教室

Pキャリー

一斉一斉

MC**

現在の導入レベル

生徒用タブレット端末導入
学校貸与or BYOD（私物持込）

ドリル・オンラインテスト

ATR-CALL

家家庭庭でで学学習習がが
継継続続ででききるる

休休みみ時時間間・・放放課課後後のの
学学習習ををササポポーートト

教室

キャリー
資
料
の
提
示

学
習
内
容
を
調
べ
る

自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る

資
料
・
レ
ポ
ー
ト
作
成

グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
る

発
表
・
相
互
評
価

自自

密密度度のの高高いい
個個別別学学習習

提提示示メメデディィアア
のの多多様様化化

ググ

実実施施のの容容易易なな
協協働働学学習習

����年度中１～
一人１台購入させる
教室に$3設置

����年度高１～
高校でも導入
教室に$3設置

:LQGRZV:LQGRZV
貸出用ノート貸出用ノート貸出用ノート3C3C3C ������台貸出用ノート貸出用ノート
デスクトップ

3C3C ��貸出用ノート貸出用ノート3C3C
デスクトップデスクトップ3C���

台����台
3C���3C���台

:LQGRZV:LQGRZV
ノート
:LQGRZV
ノートノート3C
:LQGRZV:LQGRZV

3C3C ��������台

639

110

18

332

580

75

0200400600

スマートフォン（Android)

スマートフォン（iPhone）

パソコン

個人所有のタブレット（Android）

個人所有のタブレット（iPad）

iPad(同志社中学または本校入学後に購入し
たもの）

学校L3DGのみ
スマートフォン（L3KRQH）のみ
個人所有のタブレット（L3DG）のみ
スマートフォン（$QGURLG�のみ
パソコンのみ

回答 �������名
高２・高３

8

郵送 →費用・手間がかかる（１回 ４０万円）

×契約なし
×サーバ輻輳

×ユーザ未設定
×限定公開での
映像流出の懸念

× =RRP%RPELQJ
セキュリティの懸念

×ビデオ会議ができるか

ロイロノート・スクール

≒チャット

テレビ
会議

（ZOOM等)

ロイロノート

PDF 動画

PowerPoint

遠隔授業のパターン（類型）

ZOOM Teamsの「ビデオ会議」

授業の手段としては検討から除外

ただし
HR代替、面談等の利用は
可能性がある
（活用について検討中）

未導入

コンテンツ配信（授業担当→生徒） やりとり（生徒→担当）

ロロイイロロのの
カカーードド or

Microsoft Teamsの「投稿」機能

メディアファイルを直接
講座ごとにデータ配信

ロロイイロロのの
カカーードド

Teamsの「課題」機能

Forms
（アンケート、小テスト）

増増ええるる手手段段 増増ええるる手手段段
朝日新聞 2020年4月21日朝刊24面より

リリアアルルタタイイムム・・同同時時双双方方向向型型

オオンンデデママンンドド・・蓄蓄積積配配信信型型

Itmedia
https://www.itmedia.co.jp/im/articles/0601/28/news014.html

•遠隔授業の基本は「コンテンツ配信（動画含む）＋やりとり型」
• 配信するコンテンツは

• PowerPoint
• Word
• Excel
• 動画ファイル … ななんんででももＯＯＫＫ（いままでの授業スライドでもそのまま配信できる）

• やりとりする方法は
• ロロイイロロノノーートトのの提提出出箱箱がが簡簡単単
• Teamsの機能では高度な集計が可能（慣れてきたらこちらもあり）

いずれか

コンテンツを
アップロード

生徒ごとに
教材を配信

9



話題提供「同志社高校のコロナ禍でのICT環境の整備とその後」

●同志社中高（高校部分）の,&7環境

●����年度の同志社高校でのコロナ禍の遠隔授業対応
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チチーームムととチチャャネネルル

チャット

テテレレビビ会会議議

通話機能チャット 通話機能

生徒は使用不可に設定

教員教員←→←→生徒間も生徒間も×

生徒は使用不可に設定

教員教員←→←→生徒間も生徒間も×

初期設定では初期設定では
生徒は投稿を制限生生生生生生徒徒徒徒徒徒徒徒徒ははははははははは投投投投投投投投投投投投投投稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿ををををををを制制制制制制制制制制制限
チチーームム所所有有者者（（教教員員））ののみみ書書きき込込みみででききるる

生徒は会議主催者になれない生徒は会議主催者になれないい
（（テテレレビビ会会議議ををススタターートトででききなないい））

利利用用ににつついいててはは検検討討中中

基基本本ははここのの機機能能ののみみ

ソフト面

●ホームルーム（登校日相当）代替

ハード面

→ネットワーク環境の確認
接続不可は�名のみ

他中生��名への
調達が�月上旬に間に合う

●教員
→

�����学校長動画 6WUHDP配信

����・�月から毎週

10

●直面した問題 →職場内でのコミュニケーションを7HDPVに集約

●遠隔授業を受ける際のアドバイス（生徒向け）

●オンラインでの授業について

•
•

–
•

–
•
•

先生・板書
教科書＆プリント

Forms

提出〆切は最低７日以上

生徒がネット上で迷子にならないように…

11
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で
の

１
人

１
台
端

末
の
整
備

状
況

）
 

３
．

PC
教
室

等
の
共

用
端
末
の
利
用
環
境
（
図
書

室
や
生

徒
貸
出
機

を
含
む

、
生
徒
が

利
用

す
る

端
末
）
 

 

 

学
校

専
任

(兼
任

)
常

勤
(兼

任
)

非
常

勤
(兼

任
)
ス

タ
ッ

フ
形

態
中

学
校

費
用

負
担

導
入

時
期

高
等

学
校

費
用

負
担

導
入

時
期

共
用

端
末

①
②

③
④

使
用

教
科

学
校

0
1

1
1

2
0

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k

B
;
1
&

2
0
2
1
在

学
生

～
C
h
r
o
m
e
b
o
o
k

B
;
1
&

2
0
2
1
在

学
生

～
C
h
r
o
m
e
b
o
o
k
:
3
0
台

情
報

教
室

①
W
i
n
1
0
ノ

ー
ト

:
4
4
台

情
報

教
室

②
W
i
n
1
0
ノ

ー
ト

:
4
4
台

情
報

科
技

術
・

家
庭

科

学
校

0
2

1
3

1
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
管

理
検

討
中

B
;
1
&

2
0
2
4
高

１
～

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k
:
8
0
台

W
i
n
デ

ス
ク

6
0
台

P
C
教

室
W
i
n
1
1
デ

ス
ク

:
3
0
台

図
書

館
W
i
n
1
1
デ

ス
ク

:
3
0
台

情
報

総
合

学
校

0
3

1
1

2
0

i
P
a
d

B
;
1
&

2
0
2
2
高

1
～

W
i
n
デ

ス
ク

4
8
台

情
報

科
教

室
W
i
n
1
0
デ

ス
ク

:
4
8
台

情
報

学
校

0
4

3
1

0
i
P
a
d
:
8
0
台

W
i
n
デ

ス
ク

:
4
2
台

ス
タ

デ
ィ

ル
ー

ム
i
P
a
d
:
4
0
台

多
目

的
教

室
i
P
a
d
:
4
0
台

英
語

科

学
校

0
5

1
1

i
P
a
d

貸
与

2
0
2
0
～

i
P
a
d
:
2
0
台

情
報

室
W
i
n
1
0
ノ

ー
ト

:
3
5
台

情
報

技
術

学
校

0
6

2
2

1
3

職
員

・
探

究
科

教
員

２
i
P
a
d

B
;
1
&

2
0
2
0
中

１
～

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k

B
;
1
&

2
0
2
0
高

１
～

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k
:
5
0
台

W
i
n
デ

ス
ク

:
8
0
台

情
報

１
W
i
n
デ

ス
ク

:
4
0
台

情
報

２
W
i
n
デ

ス
ク

:
4
0
台

情
報

３
C
h
r
o
m
e
b
o
o
k
:
4
0
台

演
習

室
１

端
末

な
し

,
有

線
L
A
N

情
報

技
術

・
英

語

学
校

0
7

4
1

0
C
h
r
o
m
e
b
o
o
k

B
;
1
&

2
0
2
2
高

１
～

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k
:
4
0
台

W
i
n
デ

ス
ク

:
5
台

情
報

処
理

教
室

A
W
i
n
1
1
デ

ス
ク

:
5
4
台

情
報

処
理

教
室

B
W
i
n
1
0
デ

ス
ク

:
2
0
台

情
報

学
校

0
8

1
i
P
a
d

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k

B
;
1
&

L
i
n
u
x
ノ

ー
ト

:
3
5
台

P
C
ル

ー
ム

W
i
n
デ

ス
ク

:
4
0
台

技
術

学
校

0
9

1
1

1
A
n
d
r
o
i
d

タ
ブ

レ
ッ

ト
B
;
1
&

2
0
1
7
高

1
～

学
校

1
0

1
C
h
r
o
m
e
b
o
o
k

貸
与

2
0
2
1
中

１
～

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k

B
;
1
&

2
0
2
2
高

１
～

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k
:
2
5
0
台

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

室
W
i
n
デ

ス
ク

:
4
0
台

情
報

技
術

学
校

1
1

1
1

1
情

報
助

手
i
P
a
d

B
;
1
&

2
0
2
0
中

1
～

i
P
a
d

B
;
1
&

2
0
2
0
高

1
～

W
i
n
デ

ス
ク

:
4
8
台

W
i
n
ノ

ー
ト

:
4
8
台

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

教
室

W
i
n
1
0
:
4
8
台

第
2
講

義
室

W
i
n
1
0
:
4
5
台

図
書

館
W
i
n
1
0
:
3
台

情
報

学
校

1
2

1
C
h
r
o
m
e
b
o
o
k

B
;
1
&

2
0
2
2
中

１
～

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k

B
;
1
&

2
0
2
2
高

１
～

i
P
a
d
:
1
0
台

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k
:
1
0
台

W
i
n
デ

ス
ク

:
4
台

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

室
W
i
n
デ

ス
ク

:
4
2
台

プ
レ

ゼ
ン

教
室

W
i
n
ノ

ー
ト

:
3
6
台

情
報

探
究

学
校

1
3

3
2

1
i
P
a
d

B
;
1
&

2
0
2
0
高

１
～

i
P
a
d
:
4
0
台

第
一

P
C
室

W
i
n
デ

ス
ク

:
4
2
台

第
二

P
C
室

W
i
n
デ

ス
ク

:
4
2
台

第
三

P
C
室

W
i
n
デ

ス
ク

:
4
2
台

学
校

1
4

1
1

2
契

約
職

員
i
P
a
d

B
;
1
&

2
0
1
4
中

1
～

i
P
a
d

B
;
1
&

2
0
1
7
高

1
～

高
校

：
W
i
n
ノ

ー
ト

7
5
台

W
i
n
デ

ス
ク

:
2
0
台

M
C
1
1
(
情

報
教

室
)

W
i
n
ノ

ー
ト

:
5
0
台

情
報

国
語

学
校

1
5

1
1

1
5

ア
ル

バ
イ

ト
,T

A
i
P
a
d

B
;
1
&

2
0
2
1
中

１
～

i
P
a
d

B
;
1
&

2
0
2
1
高

１
～

i
P
a
d
:
6
0
台

W
i
n
デ

ス
ク

:
4
8
台

W
i
n
ノ

ー
ト

1
2
0
台

M
e
d
i
a
 
L
a
b

W
i
n
デ

ス
ク

:
4
8
台

C
r
e
a
V
i
X
e
 
L
a
b

W
i
n
ノ

ー
ト

:
4
8
台

旧
L
L

W
i
n
ノ

ー
ト

:
4
4
台

図
書

・
情

報
セ

ン
タ

ー
W
i
n
ノ

ー
ト

:
3
0
台

情
報

・
技

術
そ

の
他

教
科

様
々

学
校

1
6

1
1

1
2

0
i
P
a
d

B
;
1
&

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k

B
;
1
&

i
P
a
d
:
5
0
台

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k
:
5
0
台

情
報

室
W
i
n
デ

ス
ク

5
0
台

情
報

学
校

1
7

2
1

1
P

C
教

室
の

管
理

等
C
h
r
o
m
e
b
o
o
k

B
;
1
&

2
0
2
1
中

１
～

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k

B
;
1
&

2
0
2
1
高

１
～

W
i
n
デ

ス
ク

:
4
4
台

W
i
n
ノ

ー
ト

:
4
台

P
C
教

室
W
i
n
デ

ス
ク

4
4
台

進
路

指
導

室
W
i
n
ノ

ー
ト

4
台

情
報

・
技

術

学
校

1
8

1
1

週
２

勤
務

i
P
a
d

B
;
1
&

2
0
2
0
中

１
～

i
P
a
d

B
;
1
&

2
0
2
0
高

１
～

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k
:
4
0
台

第
一

P
C
教

室
W
i
n
1
0
ノ

ー
ト

:
4
0
台

第
二

P
C
教

室
C
h
r
o
m
e
b
o
o
k
:
4
0
台

情
報

・
技

術
英

語

学
校

1
9

1
1

支
援

員
（
外

部
業

者
)

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k

B
;
1
&

2
0
2
3
中

１
～

W
i
n
ノ

ー
ト

B
;
1
&

2
0
2
3
高

２
～

i
P
a
d
:
1
0
台

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k
:
1
0
台

W
i
n
デ

ス
ク

:
2
台

、
W
i
n
ノ

ー
ト

6
0
台

P
C
ラ

ウ
ン

ジ
W
i
n
ノ

ー
ト

6
0
台

技
術

地
理

・
総

合
探

究

学
校

2
0

3
2

4
５

年
契

約
i
P
a
d

B
;
1
&

2
0
2
1
中

１
～

あ
り

B
;
1
&

2
0
2
0
高

１
～

W
i
n
デ

ス
ク

:
2
0
台

メ
デ

ィ
ア

ラ
ボ

1
～

3
W
i
n
デ

ス
ク

メ
デ

ィ
ア

ラ
ボ

4
W
i
n
デ

ス
ク

A
L
L

W
i
n
ノ

ー
ト

:
2
0
台

情
報

選
択

科
目

、
英

語

学
校

2
1

1
1

i
P
a
d

B
;
1
&

2
0
2
1
高

１
～

W
i
n
デ

ス
ク

:
３

台
W
i
n
ノ

ー
ト

3
0
台

P
C
１

W
i
n
ノ

ー
ト

:
3
0
台

P
C
2

W
i
n
デ

ス
ク

:
3
台

学
校

2
2

1
2

非
常

勤
教

諭
、
事

務
職

員
i
P
a
d

B
;
1
&

2
0
2
3
高

１
～

W
i
n
デ

ス
ク

:
5
2
台

情
報

室
W
i
n
デ

ス
ク

:
4
0
台

C
G
室

W
i
n
デ

ス
ク

:
1
2
台

情
報

美
術

情
報

科
の

体
制

IC
T

環
境

P
C

教
室

な
し

な
し

12

４
．

新
カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
に
お
け

る
情

報
科

の
授
業

（
情
報
科

教
員
が
主

に
担
当

す
る
科
目

）
 

５
．

授
業
で

扱
う
プ

ロ
グ
ラ
ム

言
語
 

６
．

共
通
テ

ス
ト
「

情
報
Ⅰ
」
対
策

の
授
業
 

高
１

高
２

高
３

指
導

体
制

情
報

Ⅰ
②

(
3

:7
)
 併

用
１
名

（
T

T
な

し
)

情
報

Ⅰ
:
P
y
V
h
o
n
(
8
h
)

ー

情
報

Ⅰ
②

(
5

:5
)
 P

C
教

室
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
Ⅰ

②
 (

実
習

)
P

C
教

室
[
選

]
メ

デ
ィ

ア
情

報
演

習
A

②
　

〃
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
Ⅱ

②
 (

実
習

)
P

C
教

室
[
選

]
メ

デ
ィ

ア
情

報
演

習
B

②
　

〃
１
名

（
T

T
な

し
)

情
報

Ⅰ
:
P
y
V
h
o
n
(
1
0
h
)

メ
デ

ィ
ア

情
報

演
習

A
：

W
o
l
f
r
a
m
(
1
4
～

1
6
h
)

な
し

情
報

Ⅰ
②

(
5

:5
)
 併

用
一

部
T

T
情

報
Ⅰ

:
H
T
M
L
(
7
h
)

授
業

内
で

対
応

コ
ー

ス
1

情
報

Ⅰ
②

(
5

:5
)
 併

用
T

T
あ

り
情

報
Ⅰ

:
P
y
V
h
o
n
（

1
3
ｈ

）
な

し

コ
ー

ス
2

情
報

Ⅰ
②

(
5

:5
)
 併

用
情

報
Ⅱ

②
(
5

:5
)
 併

用
T

T
あ

り
情

報
Ⅱ

:
P
y
V
h
o
n
（

1
3
ｈ

）
な

し

コ
ー

ス
1

情
報

Ⅰ
②

(
7

:3
)
 併

用
１
名

（
T

T
な

し
)

情
報

Ⅰ
:
P
y
V
h
o
n
・

H
T
M
L
（

1
8
ｈ

）
な

し

コ
ー

ス
2

情
報

Ⅰ
②

(
7

:3
)
 併

用
情

報
Ⅱ

②
(
7

:3
)
 併

用
１
名

（
T

T
な

し
)

情
報

Ⅰ
:
P
y
V
h
o
n
・

H
T
M
L

情
報

Ⅱ
:
P
y
V
h
o
n
,
J
a
X
a
S
c
r
i
p
V
,
H
T
M
L
(
2
8
h
)

な
し

コ
ー

ス
3

情
報

Ⅰ
②

(
7

:3
)
 併

用
[
選

]
情

報
Ⅱ

（
ス

ポ
ー

ツ
)②

(7
:3

) 
併

用
１
名

（
T

T
な

し
)

情
報

Ⅰ
:
P
y
V
h
o
n
・

H
T
M
L

情
報

Ⅱ
:
P
y
V
h
o
n
,
J
a
X
a
S
c
r
i
p
V
,
H
T
M
L
(
1
8
h
)

な
し

コ
ー

ス
1

情
報

Ⅰ
②

(
区

別
な

し
)
 情

報
教

室
[
総

探
]
基

礎
探

究
①

　
〃

[
選

]
情

報
Ⅱ

（
社

会
系

・
理

工
系

）
(区

別
な

し
)情

報
教

室
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
②

 (
実

習
)
併

用
T

T
（
情

報
Ⅱ

は
１
名

）
情

報
Ⅰ

:
ビ

ジ
ュ

ア
ル

(
m
a
k
e
b
l
o
c
k
)
(
5
h
)

情
報

Ⅱ
:
P
y
V
h
o
n
,
P
r
o
c
e
s
s
i
n
g
(
2
～

3
学

期
)

情
報

Ⅰ
、
Ⅱ

（
社

会
系

)の
中

で

コ
ー

ス
2

情
報

Ⅰ
②

(
区

別
な

し
)
 情

報
教

室
[
総

探
]
基

礎
探

究
①

　
〃

[
選

]
情

報
Ⅰ

②
（
区

別
な

し
)情

報
教

室
T

T
(3

年
情

報
は

１
名

）
情

報
Ⅰ

:
ビ

ジ
ュ

ア
ル

(
m
a
k
e
b
l
o
c
k
)
(
5
～

6
h
)

情
報

Ⅰ
の

授
業

内
で

演
習

情
報

Ⅰ
②

(
5

:5
)
 P

C
教

室
[
選

]
文

書
作

成
実

習
②

（
実

習
) 

P
C

教
室

[
選

]
表

計
算

実
習

④
（
実

習
) 

P
C

教
室

[
選

]
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

④
（
実

習
) 

P
C

教
室

[
選

]
ｅ

ス
ポ

ー
ツ

④
（
実

習
) 

P
C

教
室

[
選

]
文

書
作

成
実

習
②

（
実

習
) 

P
C

教
室

[
選

]
表

計
算

実
習

④
（
実

習
) 

P
C

教
室

[
選

]
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

④
（
実

習
) 

P
C

教
室

[
選

]
ｅ

ス
ポ

ー
ツ

④
（
実

習
) 

P
C

教
室

[
選

]
情

報
演

習
④

（
実

習
) 

P
C

教
室

T
T

情
報

Ⅰ
:
H
T
M
L
,
C
S
S
(
1
5
h
)

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
:
P
y
V
h
o
n
(
6
0
h
)

な
し

情
報

Ⅰ
②

(
3

:7
)
普

通
教

室
１
名

（
T

T
な

し
)

情
報

Ⅰ
:
P
y
V
h
o
n
(
4
h
)

L
if

e
is

T
e

c
h

の
利

用

情
報

Ⅰ
②

(
1
:1

)
普

通
教

室
ー

情
報

Ⅰ
:
P
y
V
h
o
n

な
し

情
報

Ⅰ
②

(
5

:5
)
 併

用
情

報
Ⅰ

①
(
5

:5
)
 併

用
１
名

（
T

T
な

し
)

情
報

Ⅰ
:
P
y
V
h
o
n

な
し

情
報

Ⅰ
②

(
3

:7
)
併

用
[
選

]
ゲ

ー
ム

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
②

(実
習

) 
P

C
教

室
情

報
助

手
と

T
T

あ
り

情
報

Ⅰ
:
J
a
X
a
S
c
r
i
p
V
な

ど
(
1
0
h
)

ゲ
ー

ム
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

:
J
a
X
a
S
c
r
i
p
V
(
全

)
検

討
中

情
報

Ⅰ
②

(
5

:5
)
 コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
室

[
選

]
情

報
Ⅰ

演
習

②
（
1
:3

) 
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
室

選
択

す
る

生
徒

が
い

れ
ば

行
う

情
報

Ⅰ
②

(
座

学
)
普

通
教

室
情

報
活

用
演

習
A

②
(実

習
)
P

C
教

室
総

合
情

報
②

(
実

習
)
P

C
教

室
[
選

]
情

報
活

用
演

習
B

②
(実

習
)P

C
教

室
ー

情
報

Ⅰ
②

(
4

:6
)
併

用
[
選

]
情

報
Ⅱ

②
(実

習
)図

書
室

[
選

・
総

探
]
情

報
研

究
②

(実
習

)図
書

室
１
名

（
T

T
な

し
)

情
報

Ⅰ
:
J
a
X
a
S
c
r
i
p
V
・

H
T
M
L
(
1
0
h
)

情
報

Ⅱ
:
J
a
X
a
S
c
r
i
p
V
・

H
T
M
L
(
4
0
h
)

情
報

研
究

：
P
y
V
h
o
n
?

３
年

の
情

報
研

究
内

で
扱

う
可

能
性

大

コ
ー

ス
1

情
報

Ⅰ
②

(
6

:4
)
併

用
[
選

]
情

報
Ⅱ

②
(6

:4
)併

用
[
選

]
情

報
演

習
②

(実
習

)P
C

教
室

[
選

・
総

探
]
情

報
探

究
②

(実
習

)P
C

教
室

[
課

外
]
情

報
Ⅰ

共
通

テ
ス

ト
対

策
①

(座
学

)H
R

教
室

実
習

時
T

A
あ

り

情
報

Ⅰ
:
P
y
V
h
o
n
(
1
2
h
)

情
報

Ⅰ
:
P
y
V
h
o
n
(
1
2
h
)

情
報

演
習

、
情

報
探

究
:
J
a
X
a
(
4
0
h
)

課
外

科
目

に
お

い
て

、
演

習
中

心
の

授
業

を
展

開
予

定

コ
ー

ス
2

情
報

Ⅰ
②

(
6

:4
)
併

用
[
選

]
情

報
Ⅱ

②
(実

習
)P

C
教

室
[
課

外
]
情

報
Ⅰ

共
通

テ
ス

ト
対

策
①

(座
学

)H
R

教
室

実
習

時
T

A
あ

り
情

報
Ⅰ

:
P
y
V
h
o
n
(
1
2
h
)

情
報

Ⅱ
:
P
y
V
h
o
n
(
8
h
)

課
外

科
目

に
お

い
て

、
演

習
中

心
の

授
業

を
展

開
予

定

情
報

Ⅰ
②

(
5

:5
)
 併

用
[
選

]
選

択
情

報
②

(5
:5

)情
報

室
情

報
Ⅰ

:
P
y
V
h
o
n
,
J
a
X
a
S
c
r
i
p
V
(
1
0
～

2
0
h
)

ー

情
報

Ⅰ
②

(
7

:3
)
 P

C
教

室
情

報
Ⅰ

①
(
2

:8
)
 P

C
教

室
２

年
の

授
業

に
補

助
員

１
名

情
報

Ⅰ
:
P
y
V
h
o
n
(
1
5
h
)

高
３

の
情

報
Ⅰ

は
共

通
テ

ス
ト

対
策

情
報

Ⅰ
②

(
5

:5
)
 P

C
教

室
[
選

]
情

報
実

習
②

(実
習

) 
P

C
教

室
情

報
Ⅰ

：
一

部
T

T
情

報
実

習
:T

T

情
報

実
習

:
V
B
A
,
P
y
V
h
o
n

情
報

実
習

に
て

（
個

別
対

応
)

情
報

Ⅰ
②

(
5

:5
)
 普

通
教

室
支

援
員

あ
り

情
報

Ⅰ
:
P
y
V
h
o
n
(
3
0
h
)

補
習

期
間

（
長

期
休

暇
時

）
に

講
習

形
式

で
実

施

情
報

Ⅰ
②

(
5

:5
)
 P

C
教

室
[
選

]
理

系
特

講
Ⅰ

②
（
実

習
）
P

C
教

室
[
選

]
メ

デ
ィ

ア
制

作
Ⅰ

②
（
実

習
）
P

C
教

室
[
選

]
理

系
特

講
Ⅱ

②
（
実

習
）
P

C
教

室
[
選

]
メ

デ
ィ

ア
制

作
Ⅱ

②
（
実

習
）
P

C
教

室
[
選

]
プ

ロ
ダ

ク
ト

デ
ザ

イ
ン

②
（
実

習
）
P

C
教

室

T
T

特
定

の
コ

ー
ス

に
は

、
高

２
夏

休
み

に
授

業
の

補
足

を
し

、
高

３
時

に
共

通
テ

ス
ト

対
策

を
行

う
時

間
を

設
置

予
定

情
報

Ⅰ
②

(
5

:5
)
 P

C
教

室
情

報
Ⅰ

:
H
T
M
L
,
J
a
X
a
S
c
r
i
p
V
(
2
0
h
)

な
し

情
報

Ⅰ
②

(
1
:1

)
 P

C
教

室
[
選

]
ビ

ジ
ネ

ス
情

報
②

（
実

習
）
P

C
教

室
[
選

]
ビ

ジ
ネ

ス
情

報
②

（
実

習
）
P

C
教

室
T

T
情

報
Ⅰ

:
P
y
V
h
o
n
(
3
h
)

な
し

学
校

2
1

学
校

2
2

新
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

お
け

る
情

報
科

の
授

業
（
表

記
→

科
目

名
[
○

単
位

数
]
(実

習
:座

学
比

率
) 

授
業

を
実

施
す

る
教

室
) 

 …
太

字
は

必
修

授
業

プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語

(
)
内

は
授

業
内

の
時

間
数

共
通

テ
ス

ト
対

策

学
校

1
6

学
校

1
7

学
校

1
8

学
校

1
9

学
校

2
0

学
校

0
4

学
校

0
5

学
校

0
6

学
校

1
5

学
校

・
コ

ー
ス

学
校

0
1

学
校

0
2

学
校

0
3

学
校

0
7

学
校

0
8

学
校

0
9

学
校

1
0

学
校

1
1

学
校

1
2

学
校

1
3

学
校

1
4

13



各
校

の
IC
T
環

境
、

情
報
科
の
体
制

に
関

す
る
ア

ン
ケ
ー
ト

 

2
0
2
3/
0
7
 京

都
府
私
立
中
高
情
報
科

研
究

会
 

20
23

/0
7/
04

段
階
で
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

で
す

。
京
都
府

私
立
中
高

40
校
の
う
ち

22
校

か
ら
回

答
が
あ

り
ま
し
た
。
 

 １
．

情
報
科

の
体
制

（
情
報
科

の
授
業
担
当
者
や
、

実
習
助
手

な
ど
の

授
業
支

援
の
方
の

人
数

な
ど

）
 

２
．

生
徒
が

授
業
利

用
す
る

IC
T
環
境

に
つ
い
て

（
中
高

で
の

１
人

１
台
端

末
の
整
備

状
況

）
 

３
．

PC
教
室

等
の
共
用
端
末

の
利
用
環
境

（
図
書

室
や
生

徒
貸
出
機

を
含
む

、
生
徒
が
利

用
す
る

端
末
）
 

 

 

学
校

専
任

(兼
任

)
常

勤
(兼

任
)

非
常

勤
(兼

任
)
ス

タ
ッ

フ
形

態
中

学
校

費
用

負
担

導
入

時
期

高
等

学
校

費
用

負
担

導
入

時
期

共
用

端
末

①
②

③
④

使
用

教
科

学
校

0
1

1
1

2
0

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k

B
;
1
&

2
0
2
1
在

学
生

～
C
h
r
o
m
e
b
o
o
k

B
;
1
&

2
0
2
1
在

学
生

～
C
h
r
o
m
e
b
o
o
k
:
3
0
台

情
報

教
室

①
W
i
n
1
0
ノ

ー
ト

:
4
4
台

情
報

教
室

②
W
i
n
1
0
ノ

ー
ト

:
4
4
台

情
報

科
技

術
・

家
庭

科

学
校

0
2

1
3

1
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
管

理
検

討
中

B
;
1
&

2
0
2
4
高

１
～

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k
:
8
0
台

W
i
n
デ

ス
ク

6
0
台

P
C
教

室
W
i
n
1
1
デ

ス
ク

:
3
0
台

図
書

館
W
i
n
1
1
デ

ス
ク

:
3
0
台

情
報

総
合

学
校

0
3

1
1

2
0

i
P
a
d

B
;
1
&

2
0
2
2
高

1
～

W
i
n
デ

ス
ク

4
8
台

情
報

科
教

室
W
i
n
1
0
デ

ス
ク

:
4
8
台

情
報

学
校

0
4

3
1

0
i
P
a
d
:
8
0
台

W
i
n
デ

ス
ク

:
4
2
台

ス
タ

デ
ィ

ル
ー

ム
i
P
a
d
:
4
0
台

多
目

的
教

室
i
P
a
d
:
4
0
台

英
語

科

学
校

0
5

1
1

i
P
a
d

貸
与

2
0
2
0
～

i
P
a
d
:
2
0
台

情
報

室
W
i
n
1
0
ノ

ー
ト

:
3
5
台

情
報

技
術

学
校

0
6

2
2

1
3

職
員

・
探

究
科

教
員

２
i
P
a
d

B
;
1
&

2
0
2
0
中

１
～

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k

B
;
1
&

2
0
2
0
高

１
～

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k
:
5
0
台

W
i
n
デ

ス
ク

:
8
0
台

情
報

１
W
i
n
デ

ス
ク

:
4
0
台

情
報

２
W
i
n
デ

ス
ク

:
4
0
台

情
報

３
C
h
r
o
m
e
b
o
o
k
:
4
0
台

演
習

室
１

端
末

な
し

,
有

線
L
A
N

情
報

技
術

・
英

語

学
校

0
7

4
1

0
C
h
r
o
m
e
b
o
o
k

B
;
1
&

2
0
2
2
高

１
～

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k
:
4
0
台

W
i
n
デ

ス
ク

:
5
台

情
報

処
理

教
室

A
W
i
n
1
1
デ

ス
ク

:
5
4
台

情
報

処
理

教
室

B
W
i
n
1
0
デ

ス
ク

:
2
0
台

情
報

学
校

0
8

1
i
P
a
d

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k

B
;
1
&

L
i
n
u
x
ノ

ー
ト

:
3
5
台

P
C
ル

ー
ム

W
i
n
デ

ス
ク

:
4
0
台

技
術

学
校

0
9

1
1

1
A
n
d
r
o
i
d

タ
ブ

レ
ッ

ト
B
;
1
&

2
0
1
7
高

1
～

学
校

1
0

1
C
h
r
o
m
e
b
o
o
k

貸
与

2
0
2
1
中

１
～

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k

B
;
1
&

2
0
2
2
高

１
～

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k
:
2
5
0
台

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

室
W
i
n
デ

ス
ク

:
4
0
台

情
報

技
術

学
校

1
1

1
1

1
情

報
助

手
i
P
a
d

B
;
1
&

2
0
2
0
中

1
～

i
P
a
d

B
;
1
&

2
0
2
0
高

1
～

W
i
n
デ

ス
ク

:
4
8
台

W
i
n
ノ

ー
ト

:
4
8
台

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

教
室

W
i
n
1
0
:
4
8
台

第
2
講

義
室

W
i
n
1
0
:
4
5
台

図
書

館
W
i
n
1
0
:
3
台

情
報

学
校

1
2

1
C
h
r
o
m
e
b
o
o
k

B
;
1
&

2
0
2
2
中

１
～

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k

B
;
1
&

2
0
2
2
高

１
～

i
P
a
d
:
1
0
台

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k
:
1
0
台

W
i
n
デ

ス
ク

:
4
台

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

室
W
i
n
デ

ス
ク

:
4
2
台

プ
レ

ゼ
ン

教
室

W
i
n
ノ

ー
ト

:
3
6
台

情
報

探
究

学
校

1
3

3
2

1
i
P
a
d

B
;
1
&

2
0
2
0
高

１
～

i
P
a
d
:
4
0
台

第
一

P
C
室

W
i
n
デ

ス
ク

:
4
2
台

第
二

P
C
室

W
i
n
デ

ス
ク

:
4
2
台

第
三

P
C
室

W
i
n
デ

ス
ク

:
4
2
台

学
校

1
4

1
1

2
契

約
職

員
i
P
a
d

B
;
1
&

2
0
1
4
中

1
～

i
P
a
d

B
;
1
&

2
0
1
7
高

1
～

高
校

：
W
i
n
ノ

ー
ト

7
5
台

W
i
n
デ

ス
ク

:
2
0
台

M
C
1
1
(
情

報
教

室
)

W
i
n
ノ

ー
ト

:
5
0
台

情
報

国
語

学
校

1
5

1
1

1
5

ア
ル

バ
イ

ト
,T

A
i
P
a
d

B
;
1
&

2
0
2
1
中

１
～

i
P
a
d

B
;
1
&

2
0
2
1
高

１
～

i
P
a
d
:
6
0
台

W
i
n
デ

ス
ク

:
4
8
台

W
i
n
ノ

ー
ト

1
2
0
台

M
e
d
i
a
 
L
a
b

W
i
n
デ

ス
ク

:
4
8
台

C
r
e
a
V
i
X
e
 
L
a
b

W
i
n
ノ

ー
ト

:
4
8
台

旧
L
L

W
i
n
ノ

ー
ト

:
4
4
台

図
書

・
情

報
セ

ン
タ

ー
W
i
n
ノ

ー
ト

:
3
0
台

情
報

・
技

術
そ

の
他

教
科

様
々

学
校

1
6

1
1

1
2

0
i
P
a
d

B
;
1
&

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k

B
;
1
&

i
P
a
d
:
5
0
台

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k
:
5
0
台

情
報

室
W
i
n
デ

ス
ク

5
0
台

情
報

学
校

1
7

2
1

1
P

C
教

室
の

管
理

等
C
h
r
o
m
e
b
o
o
k

B
;
1
&

2
0
2
1
中

１
～

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k

B
;
1
&

2
0
2
1
高

１
～

W
i
n
デ

ス
ク

:
4
4
台

W
i
n
ノ

ー
ト

:
4
台

P
C
教

室
W
i
n
デ

ス
ク

4
4
台

進
路

指
導

室
W
i
n
ノ

ー
ト

4
台

情
報

・
技

術

学
校

1
8

1
1

週
２

勤
務

i
P
a
d

B
;
1
&

2
0
2
0
中

１
～

i
P
a
d

B
;
1
&

2
0
2
0
高

１
～

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k
:
4
0
台

第
一

P
C
教

室
W
i
n
1
0
ノ

ー
ト

:
4
0
台

第
二

P
C
教

室
C
h
r
o
m
e
b
o
o
k
:
4
0
台

情
報

・
技

術
英

語

学
校

1
9

1
1

支
援

員
（
外

部
業

者
)

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k

B
;
1
&

2
0
2
3
中

１
～

W
i
n
ノ

ー
ト

B
;
1
&

2
0
2
3
高

２
～

i
P
a
d
:
1
0
台

C
h
r
o
m
e
b
o
o
k
:
1
0
台

W
i
n
デ

ス
ク

:
2
台

、
W
i
n
ノ

ー
ト

6
0
台

P
C
ラ

ウ
ン

ジ
W
i
n
ノ

ー
ト

6
0
台

技
術

地
理

・
総

合
探

究

学
校

2
0

3
2

4
５

年
契

約
i
P
a
d

B
;
1
&

2
0
2
1
中

１
～

あ
り

B
;
1
&

2
0
2
0
高

１
～

W
i
n
デ

ス
ク

:
2
0
台

メ
デ

ィ
ア

ラ
ボ

1
～

3
W
i
n
デ

ス
ク

メ
デ

ィ
ア

ラ
ボ

4
W
i
n
デ

ス
ク

A
L
L

W
i
n
ノ

ー
ト

:
2
0
台

情
報

選
択

科
目

、
英

語

学
校

2
1

1
1

i
P
a
d

B
;
1
&

2
0
2
1
高

１
～

W
i
n
デ

ス
ク

:
３

台
W
i
n
ノ

ー
ト

3
0
台

P
C
１

W
i
n
ノ

ー
ト

:
3
0
台

P
C
2

W
i
n
デ

ス
ク

:
3
台

学
校

2
2

1
2

非
常

勤
教

諭
、
事

務
職

員
i
P
a
d

B
;
1
&

2
0
2
3
高

１
～

W
i
n
デ

ス
ク

:
5
2
台

情
報

室
W
i
n
デ

ス
ク

:
4
0
台

C
G
室

W
i
n
デ

ス
ク

:
1
2
台

情
報

美
術

情
報

科
の

体
制

IC
T

環
境

P
C

教
室

な
し

な
し

12

４
．

新
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム

に
お
け

る
情

報
科
の
授
業

（
情
報
科

教
員

が
主

に
担
当
す

る
科
目

）
 

５
．

授
業
で

扱
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
言
語
 

６
．

共
通
テ

ス
ト
「

情
報
Ⅰ
」
対
策
の
授
業
 

高
１

高
２

高
３

指
導

体
制

情
報

Ⅰ
②

(
3

:7
)
 併

用
１
名

（
T

T
な

し
)

情
報

Ⅰ
:
P
y
V
h
o
n
(
8
h
)

ー

情
報

Ⅰ
②

(
5

:5
)
 P

C
教

室
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
Ⅰ

②
 (

実
習

)
P

C
教

室
[
選

]
メ

デ
ィ

ア
情

報
演

習
A

②
　

〃
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
Ⅱ

②
 (

実
習

)
P

C
教

室
[
選

]
メ

デ
ィ

ア
情

報
演

習
B

②
　

〃
１
名

（
T

T
な

し
)

情
報

Ⅰ
:
P
y
V
h
o
n
(
1
0
h
)

メ
デ

ィ
ア

情
報

演
習

A
：

W
o
l
f
r
a
m
(
1
4
～

1
6
h
)

な
し

情
報

Ⅰ
②

(
5

:5
)
 併

用
一

部
T

T
情

報
Ⅰ

:
H
T
M
L
(
7
h
)

授
業

内
で

対
応

コ
ー

ス
1

情
報

Ⅰ
②

(
5

:5
)
 併

用
T

T
あ

り
情

報
Ⅰ

:
P
y
V
h
o
n
（

1
3
ｈ

）
な

し

コ
ー

ス
2

情
報

Ⅰ
②

(
5

:5
)
 併

用
情

報
Ⅱ

②
(
5

:5
)
 併

用
T

T
あ

り
情

報
Ⅱ

:
P
y
V
h
o
n
（

1
3
ｈ

）
な

し

コ
ー

ス
1

情
報

Ⅰ
②

(
7

:3
)
 併

用
１
名

（
T

T
な

し
)

情
報

Ⅰ
:
P
y
V
h
o
n
・

H
T
M
L
（

1
8
ｈ

）
な

し

コ
ー

ス
2

情
報

Ⅰ
②

(
7

:3
)
 併

用
情

報
Ⅱ

②
(
7

:3
)
 併

用
１
名

（
T

T
な

し
)

情
報

Ⅰ
:
P
y
V
h
o
n
・

H
T
M
L

情
報

Ⅱ
:
P
y
V
h
o
n
,
J
a
X
a
S
c
r
i
p
V
,
H
T
M
L
(
2
8
h
)

な
し

コ
ー

ス
3

情
報

Ⅰ
②

(
7

:3
)
 併

用
[
選

]
情

報
Ⅱ

（
ス

ポ
ー

ツ
)②

(7
:3

) 
併

用
１
名

（
T

T
な

し
)

情
報

Ⅰ
:
P
y
V
h
o
n
・

H
T
M
L

情
報

Ⅱ
:
P
y
V
h
o
n
,
J
a
X
a
S
c
r
i
p
V
,
H
T
M
L
(
1
8
h
)

な
し

コ
ー

ス
1

情
報

Ⅰ
②

(
区

別
な

し
)
 情

報
教

室
[
総

探
]
基

礎
探

究
①

　
〃

[
選

]
情

報
Ⅱ

（
社

会
系

・
理

工
系

）
(区

別
な

し
)情

報
教

室
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
②

 (
実

習
)
併

用
T

T
（
情

報
Ⅱ

は
１
名

）
情

報
Ⅰ

:
ビ

ジ
ュ

ア
ル

(
m
a
k
e
b
l
o
c
k
)
(
5
h
)

情
報

Ⅱ
:
P
y
V
h
o
n
,
P
r
o
c
e
s
s
i
n
g
(
2
～

3
学

期
)

情
報

Ⅰ
、
Ⅱ

（
社

会
系

)の
中

で

コ
ー

ス
2

情
報

Ⅰ
②

(
区

別
な

し
)
 情

報
教

室
[
総

探
]
基

礎
探

究
①

　
〃

[
選

]
情

報
Ⅰ

②
（
区

別
な

し
)情

報
教

室
T

T
(3

年
情

報
は

１
名

）
情

報
Ⅰ

:
ビ

ジ
ュ

ア
ル

(
m
a
k
e
b
l
o
c
k
)
(
5
～

6
h
)

情
報

Ⅰ
の

授
業

内
で

演
習

情
報

Ⅰ
②

(
5

:5
)
 P

C
教

室
[
選

]
文

書
作

成
実

習
②

（
実

習
) 

P
C

教
室

[
選

]
表

計
算

実
習

④
（
実

習
) 

P
C

教
室

[
選

]
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

④
（
実

習
) 

P
C

教
室

[
選

]
ｅ

ス
ポ

ー
ツ

④
（
実

習
) 

P
C

教
室

[
選

]
文

書
作

成
実

習
②

（
実

習
) 

P
C

教
室

[
選

]
表

計
算

実
習

④
（
実

習
) 

P
C

教
室

[
選

]
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

④
（
実

習
) 

P
C

教
室

[
選

]
ｅ

ス
ポ

ー
ツ

④
（
実

習
) 

P
C

教
室

[
選

]
情

報
演

習
④

（
実

習
) 

P
C

教
室

T
T

情
報

Ⅰ
:
H
T
M
L
,
C
S
S
(
1
5
h
)

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
:
P
y
V
h
o
n
(
6
0
h
)

な
し

情
報

Ⅰ
②

(
3

:7
)
普

通
教

室
１
名

（
T

T
な

し
)

情
報

Ⅰ
:
P
y
V
h
o
n
(
4
h
)

L
if

e
is

T
e

c
h

の
利

用

情
報

Ⅰ
②

(
1
:1

)
普

通
教

室
ー

情
報

Ⅰ
:
P
y
V
h
o
n

な
し

情
報

Ⅰ
②

(
5

:5
)
 併

用
情

報
Ⅰ

①
(
5

:5
)
 併

用
１
名

（
T

T
な

し
)

情
報

Ⅰ
:
P
y
V
h
o
n

な
し

情
報

Ⅰ
②

(
3

:7
)
併

用
[
選

]
ゲ

ー
ム

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
②

(実
習

) 
P

C
教

室
情

報
助

手
と

T
T

あ
り

情
報

Ⅰ
:
J
a
X
a
S
c
r
i
p
V
な

ど
(
1
0
h
)

ゲ
ー

ム
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

:
J
a
X
a
S
c
r
i
p
V
(
全

)
検

討
中

情
報

Ⅰ
②

(
5

:5
)
 コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
室

[
選

]
情

報
Ⅰ

演
習

②
（
1
:3

) 
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
室

選
択

す
る

生
徒

が
い

れ
ば

行
う

情
報

Ⅰ
②

(
座

学
)
普

通
教

室
情

報
活

用
演

習
A

②
(実

習
)
P

C
教

室
総

合
情

報
②

(
実

習
)
P

C
教

室
[
選

]
情

報
活

用
演

習
B

②
(実

習
)P

C
教

室
ー

情
報

Ⅰ
②

(
4

:6
)
併

用
[
選

]
情

報
Ⅱ

②
(実

習
)図

書
室

[
選

・
総

探
]
情

報
研

究
②

(実
習

)図
書

室
１
名

（
T

T
な

し
)

情
報

Ⅰ
:
J
a
X
a
S
c
r
i
p
V
・

H
T
M
L
(
1
0
h
)

情
報

Ⅱ
:
J
a
X
a
S
c
r
i
p
V
・

H
T
M
L
(
4
0
h
)

情
報

研
究

：
P
y
V
h
o
n
?

３
年

の
情

報
研

究
内

で
扱

う
可

能
性

大

コ
ー

ス
1

情
報

Ⅰ
②

(
6

:4
)
併

用
[
選

]
情

報
Ⅱ

②
(6

:4
)併

用
[
選

]
情

報
演

習
②

(実
習

)P
C

教
室

[
選

・
総

探
]
情

報
探

究
②

(実
習

)P
C

教
室

[
課

外
]
情

報
Ⅰ

共
通

テ
ス

ト
対

策
①

(座
学

)H
R

教
室

実
習

時
T

A
あ

り

情
報

Ⅰ
:
P
y
V
h
o
n
(
1
2
h
)

情
報

Ⅰ
:
P
y
V
h
o
n
(
1
2
h
)

情
報

演
習

、
情

報
探

究
:
J
a
X
a
(
4
0
h
)

課
外

科
目

に
お

い
て

、
演

習
中

心
の

授
業

を
展

開
予

定

コ
ー

ス
2

情
報

Ⅰ
②

(
6

:4
)
併

用
[
選

]
情

報
Ⅱ

②
(実

習
)P

C
教

室
[
課

外
]
情

報
Ⅰ

共
通

テ
ス

ト
対

策
①

(座
学

)H
R

教
室

実
習

時
T

A
あ

り
情

報
Ⅰ

:
P
y
V
h
o
n
(
1
2
h
)

情
報

Ⅱ
:
P
y
V
h
o
n
(
8
h
)

課
外

科
目

に
お

い
て

、
演

習
中

心
の

授
業

を
展

開
予

定

情
報

Ⅰ
②

(
5

:5
)
 併

用
[
選

]
選

択
情

報
②

(5
:5

)情
報

室
情

報
Ⅰ

:
P
y
V
h
o
n
,
J
a
X
a
S
c
r
i
p
V
(
1
0
～

2
0
h
)

ー

情
報

Ⅰ
②

(
7

:3
)
 P

C
教

室
情

報
Ⅰ

①
(
2

:8
)
 P

C
教

室
２

年
の

授
業

に
補

助
員

１
名

情
報

Ⅰ
:
P
y
V
h
o
n
(
1
5
h
)

高
３

の
情

報
Ⅰ

は
共

通
テ

ス
ト

対
策

情
報

Ⅰ
②

(
5

:5
)
 P

C
教

室
[
選

]
情

報
実

習
②

(実
習

) 
P

C
教

室
情

報
Ⅰ

：
一

部
T

T
情

報
実

習
:T

T

情
報

実
習

:
V
B
A
,
P
y
V
h
o
n

情
報

実
習

に
て

（
個

別
対

応
)

情
報

Ⅰ
②

(
5

:5
)
 普

通
教

室
支

援
員

あ
り

情
報

Ⅰ
:
P
y
V
h
o
n
(
3
0
h
)

補
習

期
間

（
長

期
休

暇
時

）
に

講
習

形
式

で
実

施

情
報

Ⅰ
②

(
5

:5
)
 P

C
教

室
[
選

]
理

系
特

講
Ⅰ

②
（
実

習
）
P

C
教

室
[
選

]
メ

デ
ィ

ア
制

作
Ⅰ

②
（
実

習
）
P

C
教

室
[
選

]
理

系
特

講
Ⅱ

②
（
実

習
）
P

C
教

室
[
選

]
メ

デ
ィ

ア
制

作
Ⅱ

②
（
実

習
）
P

C
教

室
[
選

]
プ

ロ
ダ

ク
ト

デ
ザ

イ
ン

②
（
実

習
）
P

C
教

室

T
T

特
定

の
コ

ー
ス

に
は

、
高

２
夏

休
み

に
授

業
の

補
足

を
し

、
高

３
時

に
共

通
テ

ス
ト

対
策

を
行

う
時

間
を

設
置

予
定

情
報

Ⅰ
②

(
5

:5
)
 P

C
教

室
情

報
Ⅰ

:
H
T
M
L
,
J
a
X
a
S
c
r
i
p
V
(
2
0
h
)

な
し

情
報

Ⅰ
②

(
1
:1

)
 P

C
教

室
[
選

]
ビ

ジ
ネ

ス
情

報
②

（
実

習
）
P

C
教

室
[
選

]
ビ

ジ
ネ

ス
情

報
②

（
実

習
）
P

C
教

室
T

T
情

報
Ⅰ

:
P
y
V
h
o
n
(
3
h
)

な
し

学
校

2
1

学
校

2
2

新
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

お
け

る
情

報
科

の
授

業
（
表

記
→

科
目

名
[
○

単
位

数
]
(実

習
:座

学
比

率
) 

授
業

を
実

施
す

る
教

室
) 

 …
太

字
は

必
修

授
業

プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語

(
)
内

は
授

業
内

の
時

間
数

共
通

テ
ス

ト
対

策

学
校

1
6

学
校

1
7

学
校

1
8

学
校

1
9

学
校

2
0

学
校

0
4

学
校

0
5

学
校

0
6

学
校

1
5

学
校

・
コ

ー
ス

学
校

0
1

学
校

0
2

学
校

0
3

学
校

0
7

学
校

0
8

学
校

0
9

学
校

1
0

学
校

1
1

学
校

1
2

学
校

1
3

学
校

1
4

13
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第２１回教育研究大会 記録 

情報科� 分科会（第� 15� 分科会） 

参加人数� 21� 名 
研究目標� 「大学入試をふまえた情報科教育の在り方」 
講� 演� 「共通テスト情報Ⅰで見えた生徒の学力分析と課題」 

� 「試作問題 情報Ⅰと探究力」 
講� 師� 株式会社ナガセ� 執行役員・コンテンツ本部教務企画運営部長� 進藤紀彦� 氏 

京都市立日吉ヶ丘高等学校� 教諭� 藤岡� 健史� 氏 

１．共通テスト情報Ⅰで見えた生徒の学力分析と課題 
（１）大学入試センターの試作問題の特徴 
・大学入試センター試験問題調査官の水野修治氏によれば、情報Ⅰで出題される問題の多

くが、探究的な活動と結び付ける出題になっていることが問題量が多くなっている要因。 
・試作問題は大問数４、小問数４７だったが、大問数や構成はまだ確定ではない。

・問題量が多いという声も出ているが、共通テストになって共通テストになってからは他

教科も問題数が多いため、情報Ⅰだけ特別に多いわけではない。

・試作問題では「コンピュータとプログラミング」の単元の配点が 46 点と点数配分が大
きい。その次に大きいのは「データの活用」で 25点。プログラミングは Pythonなどの
プログラミング言語で出題はせず、DNCLという疑似言語で出題することは確定的。
・国公立大学 82大学中、共通テストで利用必須の大学数 79、利用が選択となる大学数 3。 

（２）東進で実施した情報Ⅰ模擬試験の分析結果 
・基本的な用語ができていない生徒が多く、知識・用語を問う問題の得点率が低い。

・試作問題でも出題された待ち行列シミュレーションの得点率が低い。

・プログラミングの範囲は全体で最も得点率が低い。基礎・基本から解けない生徒が多数。 
・回帰分析、残差プロットなども出題したが、大学教養レベルの統計学の範囲で難しい。

（３）プログラミング学習の意義と目的 
・プログラミングを学ぶ意義を「A:プログラミングができるデジタル人材になる」「B:学習
指導要領、教科書に沿った学習」「C:共通テスト対策をする」の３領域に分けて考える。 
・理想的なプログラミング教育は、A,B,Cの３領域すべての力（ちょうど重なる部分の力）
を生徒につけることである。しかしながら、それは簡単なことではない。 
・学校によってはCの領域の指導を強く言われる進学校もある。Cの領域だけを伸ばそう
とするならば Python などの実際のプログラミング言語は教えずに DNCL（受験対策）
の演習だけをさせたらいいのではないか？という考えをもつ教員もいるだろう。

・しかし、DNCLは実際のプログラミング言語ではないため、受験はできてもプログラミ
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ングができるようにはならない。したがって、C 以外の領域の力も伸ばしたいなら、
DNCLではなく、Pythonなどの実際の言語を高校で学ばせていくことが必要。 
・A,B,Cすべての領域に通じるプログラミングの学習方法の一つの提案は、生徒が興味を
もてる課題を稚拙でもいいので生徒自身にプログラミングさせることだ。また、時には、

ChatGPT-4に生徒が作ったコードのエラー潰しやリファクタリングをさせるのも良い。
こうして生徒たちに自らプログラミングをさせ、興味を引き出させることが大切。

２．試作問題 情報Ⅰと探究力 
（１）試作問題 情報Ⅰの受験結果分析（2002年に H高校１年生が受験した結果の分析） 
・プログラミングとデータ活用の範囲が生徒にとって難しく、得点率が低かった。

・情報Ⅰと国英数３教科の相関を分析したこところ、数学が最も強い正の相関があった。

相関が強い方から数学＞国語≫英語の順であった。

・情報Ⅰの問題を解くには、その土台として「論理的思考力」「数学力」が必須。

・プログラミングとデータ活用の２分野をどのように習熟させていくかが受験対策の課題。 

（２）堀川高校の『探究基礎』 
・堀川高校の探究基礎では、１年後期～２年前期に２単位でゼミ活動を実施している。

・１年次は探究活動の体験をさせることと、基本的なスキル習得を目的としている。

・２年前期は生徒個人で探究活動・論文の作成・ポスター発表をおこなう。

・情報科学ゼミ（藤岡氏の担当）の場合は、前半で問題解決の体験とプログラミングの基

礎習得とし、後半に生徒自身に自由に問題設定をさせ、その解決を実践させている。

（３）堀川高校の『探究基礎』で意義 
・問題解決の体験から問題設定・解決の実践まで行うことで、普段の教科で学んだことを

実際に「使う」場になっている。覚える場ではなく、「身につける」場になっている。

・探究活動をすることで、生徒たちの学びのモチベーションが自然と高まっている。普段

の教科の教科内容を身につけようとする大きな動機付けになっている。そして、知識や

スキルを実世界、特に大学進学のプロセスに活かしてくれるようになっている。

（４）今後の情報教育の在り方 
・「情報Ⅰ」は、問題解決を(追)体験させて問題解決の手法を学ぶ場にすると良い。そして
「探究」を、その体験をするための問題設定のネタ（素材）を集めて、充実したネタ帳

を作る場にする。このように「情報Ⅰ」×「探究」で学んでいくことが情報Ⅰの入試対

策としても効果的であるし、すべての高校生にこうした学習が必要である。 
・今の情報Ⅰの入試問題は数学（理系）に偏り過ぎている。しかし、本来文理融合が情報

教育である。そうした点から考えると、私たちの教育も入試対策だといって機械情報に

偏重するのではなく、基礎情報学のエッセンスを取り入れ、生命情報・社会情報・機械

情報を正しく学ばせていくべきである。� � � � � � � � � � � � � � � � � 以上
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第２回「Rookie of the Year Award」授賞式
2024(令和6)年 1月27日(土)
京都産業大学むすびわざ館大ホール

開会挨拶
委員長 長谷川 卓也

講評
京都産業大学附属中高
校長 福家崇明先生

講評
京都産業大学情報理工学部
教授 荻野晃大先生

福井 悠太さん（京都橘中学校）
『様々なロボット競技や

プログラミングコンテストへの挑戦』

長谷川 莉来さん（京都産業大学附属中学校）
『情報デザインを使った自己表現』

32

森 義遠さん（京都橘高等学校）
『第23回日本情報オリンピックへの取り組み』

福井 京夏さん（京都産業大学附属高等学校）
『京都府の食糧自給率に関する研究

（京野菜の普及・促進のための研究）』

高橋 麗愛さん（京都翔英高等学校）
『情報モラル・セキュリティーに関する

啓発ポスターの作成』
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池島 かれんさん、五十嵐 樹歌さん
（立命館高等学校）
『距離センサーを用いたストラックアウト』

宮崎 瑠乃さん（同志社高等学校）
『アプリ制作「things to do」

…勉強をサポートするアプリ』

荻野晃大先生からの講評と研究内容の紹介

34

閉会挨拶
副委員長 清田 祥一郎

授賞式参加者で交流会を行いました

受賞者のみなさんでの記念撮影
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京都府私立中学高等学校情報科研究会主催

京都産業大学 むすびわざ館ホール会場

2024.01.27 Sat.

タイムテーブル

（ 休 憩 ）

１５：３５ 表 彰

閉 会 挨 拶

‣‣‣ “Rookie of the Year Award” とは ◂◂◂
この賞は、情報分野での活躍が期待される生徒を応援することを目的に創設しました 。
一律のテーマを設けない各校の 「日頃の教育活動」における生徒の活動実績に基づき
表彰を行います。賞の名称は、生徒の未来の活躍に期待し “Rookie of the Year Award” と命名しました。

１６：２０ 交 流 会 （ 別 会 場 に て ） （１７：００頃終了予定）

１４：２０ 開会挨拶／進行説明

当日の進行状況により、多少前後する場合があります

主 催 京都私立中学高等学校情報科研究会 URL http://www.kyoto-shigaku.info/

第２回
RookieRookieRookieRookieRookieRookie ofofofof thethethethe
YYYeeeeaaaarrr AAAAwwwaaaarrrdddd

講 評
京 都 産 業 大 学 情 報 理 工 学 部
京都産業大学附属中学校・高等学校

教授 荻野晃大 先生
校長 福家崇明 先生

私情研

１４：２５～ 受賞者プレゼンテーション
（発表順は当日抽選で決定します。）

京都橘中学校 福井 悠太さん 様々なロボット競技や様々なロボット競技やププロロググララミミンンググココンンテテ

立命館高等学校 池島 かれんさん
五十嵐 樹歌さん 距離センサーを用いたストラックアウト

京都橘高等学校 森 義遠さん 第 回日本情報オリンピックへの取り組み

京都翔英高等学校 高橋 麗愛さん 情報モ情報モララル・セキュリル・セキュリテティーに関する啓発ポスィーに関する啓発ポス

京都産業大学附属中学校 長谷川 莉来さん 情報デザインを使った自己表現

同志社高等学校 宮崎 瑠乃さん アプリ制作「アプリ制作「 勉強をサポ勉強をサポ

（（京京野野菜菜の普及の普及・・促促進進ののたた
京都産業大学附属高等学校 福井 京夏さん

京都府の食糧自給率に関する研究京都府の食糧自給率に関する研究




